
JP 2008-525311 A5 2008.10.2

10

20

30

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年10月2日(2008.10.2)

【公表番号】特表2008-525311(P2008-525311A)
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【出願番号】特願2007-520666(P2007-520666)
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【手続補正書】
【提出日】平成20年8月6日(2008.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリサッカライドの混合物を含む単離された組成物であって、
　該組成物の該ポリサッカライドの大部分が、少なくとも３０，０００Ｄａの分子量を有
し、
　該ポリサッカライドの第１部分が、３０，０００Ｄａ～１，０００，０００Ｄａの分子
量を有し、
　該ポリサッカライドの第２部分が、少なくとも１，０００，０００Ｄａの分子量を有し
、
　本質的にどのポリサッカライドも、３０，０００Ｄａ未満の分子量を有さず、該ポリサ
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ッカライドの混合物は、１：０．０３３～５００：１～５０の比でモノサッカライドであ
るガラクトースと、マンノースと、グルコースとを含み、
　該組成物は、工程：
　ａ）Ｌｅｎｔｉｎｕｓ属の真菌を、液体増殖培地中でのＬｅｎｔｉｎｕｓ属の真菌の増
殖を支持する適切な化学的および物理的環境を提供する適切な条件下にて液体増殖培地中
で培養する工程と、
　ｂ）該液体増殖培地から該組成物を単離する工程と
を包含する方法によって産生される、組成物。
【請求項２】
　前記組成物が、超遠心分離、限外濾過、微細濾過またはゲル濾過を含む方法により前記
液体増殖培地から単離される、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　免疫賦活性である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　前記ポリサッカライドの混合物が、１：１３．４±０．４：１２．６±１．３の比でモ
ノサッカライドであるガラクトースと、マンノースと、グルコースとを含む、請求項１に
記載の組成物。
【請求項５】
　前記組成物中のどのポリサッカライドも少なくとも５０，０００Ｄａ分子の分子量を有
する、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記組成物の前記ポリサッカライドが、１：７～１１：２．５～３．５の比でモノサッ
カライドであるガラクトースとマンノースとグルコースとを含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項７】
　分子量が５０，０００～１００，０００Ｄａの範囲の前記組成物の前記ポリサッカライ
ドが、１：４～１４：１～５の比でモノサッカライドであるガラクトースと、マンノース
と、グルコースとを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　前記比がおよそ１：８．９：２．９である、請求項７に記載の組成物。
【請求項９】
　分子量が１００，０００～３００，０００Ｄａの範囲の前記組成物の前記ポリサッカラ
イドが、１：３～１３：１～５の比でモノサッカライドであるガラクトースと、マンノー
スと、グルコースとを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記比がおよそ１：７．３：２．９である、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　分子量が３００，０００～１，０００，０００Ｄａの範囲の前記組成物の前記ポリサッ
カライドが、１：５～１５：１～５の比でモノサッカライドであるガラクトースと、マン
ノースと、グルコースとを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記比がおよそ１：９．９：３．１である、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　分子量が１，０００，０００Ｄａより大きい前記組成物の前記ポリサッカライドが、１
：５～１５：１～５の比でモノサッカライドであるガラクトースと、マンノースと、グル
コースとを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記比がおよそ１：１０．３：２．９である、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　少なくとも１０μｇ／Ｌの可溶性ポリペプチドを含む、請求項１に記載の組成物。
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【請求項１６】
　１０～１０００μｇ／Ｌの範囲の可溶性ポリペプチドを含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１７】
　請求項１に記載の組成物を製造する方法であって、以下の工程：
　ｉ）Ｌｅｎｔｉｎｕｓ属の真菌を液体増殖培地中でのＬｅｎｔｉｎｕｓ属の真菌の増殖
を支持する適切な化学的および物理的環境を提供する適切な条件下にて液体増殖培地で培
養する工程と、
　ｉｉ）該液体増殖培地から該組成物を精製する工程と
を包含する、方法。
【請求項１８】
　前記精製が、分子量が少なくとも１０，０００Ｄａであるポリサッカライドを、その他
のポリサッカライドから分離する工程を含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記分離を超遠心分離、限外濾過、微細濾過またはゲル濾過によって行う、請求項１８
に記載の方法。
【請求項２０】
　請求項１に記載の組成物と、薬学的に受容可能なキャリアとを含む、薬学的組成物。
【請求項２１】
　ｉ）免疫無防備状態の、および／または、
　ｉｉ）免疫無防備状態になる危険のある、および／または、
　ｉｉｉ）手術または病気から回復中であり、かつ、免疫無防備状態になる危険のある、
および／または
　ｉｖ）後天性免疫不全症候群の、もしくは後天性免疫不全症候群になる危険のある、
個体を処置するのに、または予防的に処置するのに、または該個体の免疫系をブーストす
るのに有効な量の、請求項１に記載の組成物。
【請求項２２】
　前記個体が哺乳類である、請求項２１に記載の組成物。
【請求項２３】
　前記組成物の前記ポリサッカライドが５０，０００Ｄａ～３，０００，０００Ｄａの分
子量を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記組成物中のポリサッカライドの大部分が少なくとも５０，０００Ｄａ分子の分子量
を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項２５】
　１種以上のポリペプチドをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項２６】
　ポリサッカライドの混合物を含む水性液体組成物であって、
　該組成物の該ポリサッカライドの大部分が、少なくとも１，０００，０００Ｄａの分子
量を有し、
　本質的にどのポリサッカライドも、１，０００，０００Ｄａ未満の分子量を有さず、
　該ポリサッカライドの混合物は、１：０．０３３～５００：１～５０の比でモノサッカ
ライドであるガラクトースと、マンノースと、グルコースとを含み、
　該組成物は、工程：
　ａ）Ｌｅｎｔｉｎｕｓ属の真菌を、液体増殖培地中でのＬｅｎｔｉｎｕｓ属の真菌の増
殖を支持する適切な化学的および物理的環境を提供する適切な条件下にて液体増殖培地中
で培養する工程と、
　ｂ）該液体増殖培地から該組成物を単離する工程と
を包含する方法によって産生される、組成物。
【請求項２７】
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　請求項２６に記載の組成物と、薬学的に受容可能なキャリアとを含む、薬学的組成物。
【請求項２８】
　ｉ）免疫無防備状態の、および／または、
　ｉｉ）免疫無防備状態になる危険のある、および／または、
　ｉｉｉ）手術または病気から回復中であり、かつ、免疫無防備状態になる危険のある、
および／または
　ｉｖ）後天性免疫不全症候群の、もしくは後天性免疫不全症候群になる危険のある、
個体を処置するのに、または予防的に処置するのに、または該個体の免疫系をブーストす
るのに有効な量の、請求項２６に記載の組成物。
【請求項２９】
　前記個体が哺乳類である、請求項２８に記載の組成物。
【請求項３０】
　前記組成物の前記ポリサッカライドの大部分が、３０，０００Ｄａ～３，０００，００
０Ｄａの範囲の分子量を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３１】
　前記組成物のポリサッカライドの大部分が、５０，０００Ｄａ～３，０００，０００Ｄ
ａの範囲の分子量を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３２】
　前記組成物中のどのポリサッカライドも１００，０００Ｄａ～３，０００，０００Ｄａ
の範囲の分子量を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３３】
　前記組成物の前記ポリサッカライドが、５０，０００Ｄａ～１００，０００Ｄａの範囲
の分子量を有するポリサッカライド、１００，０００Ｄａ～３００，０００Ｄａの範囲の
分子量を有するポリサッカライド、および３００，０００Ｄａ～１，０００，０００Ｄａ
の範囲の分子量を有するポリサッカライド、を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３４】
　分子量が５０，０００～１００，０００Ｄａの前記ポリサッカライドが、１：４～１４
：１～５の比でモノサッカライドであるガラクトースと、マンノースと、グルコースとを
含む、請求項３３に記載の組成物。
【請求項３５】
　前記比がおよそ１：８．９：２．９である、請求項３４に記載の組成物。
【請求項３６】
　１００，０００～３００，０００Ｄａの分子量を有する前記ポリサッカライドが、１：
３～１３：１～５の比でモノサッカライドであるガラクトースと、マンノースと、グルコ
ースとを含む、請求項３３に記載の組成物。
【請求項３７】
　前記比がおよそ１：７．３：２．９である、請求項３６に記載の組成物。
【請求項３８】
　３００，０００～１，０００，０００Ｄａの分子量を有する前記ポリサッカライドが、
１：５～１５：１～５の比でモノサッカライドであるガラクトースと、マンノースと、グ
ルコースとを含む、請求項３３に記載の組成物。
【請求項３９】
　前記比がおよそ１：９．９：３．１である、請求項３８に記載の組成物。
【請求項４０】
　前記比がおよそ１：５～１５：１～５である、請求項２６に記載の水性液体組成物。
【請求項４１】
　請求項１～２６のいずれか１項に記載の組成物と、用量および時間投与の指針を含む投
与計画指示書とを備える、キット。
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